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５．攻め所と目標設定 ～現状把握～

【初動対応レベル評価基準】

6/23

◎評価基準

５：十分に実施されており、問題はない
４：ほぼ問題はないが、細かな改善点あり

３：標準的な実施状況だが、改善の余地がある

２：大きな問題があり、改善が必要
１：実施が不十分で早急な対策が必要

大口現場の現状把握★

主項目 評価内容 評価点
1 避難標識の視認性 〇避難標識が見やすく、わかりやすいか 2
2 避難標識の設置場所 〇避難標識の設置個所・個数は適切であるか 2
3 避難手順の理解度 〇一次避難から二次避難までを認識しているか 2
4 非常口の操作性 〇非常口はスムーズに開閉できるか 2
5 避難経路の安全確保 〇避難経路に転倒してくるものがあるか 3
1 消火器位置 〇消火器の位置わかりやすく、15ｍ～20ｍおきに設置されているか 4
2 AED位置 〇AEDの位置は誰にでも使いやすく、見える位置に設置されているか 4
3 防具の位置 〇ヘルメット、懐中電灯、軍手など備品の位置は適切か 1
4 物の固定 〇ハウスにあるパソコンや冷蔵庫、現場の設備は固定されているか 2
5 設備・資材マップ 〇消火器、AED、防具などはマップに表示され、掲示されているか 1
1 作業把握 〇組ごとに作業把握の教育は実施されているか 4
2 業務理解度 〇各工程の業務は理解できているか 4
3 異常処置 〇異常処置の教育は実施されているか 4
4 リフト作業 〇リフトの運転免許の取得は実施されているか 4
5 ハイピッカー作業 〇ハイピッカー作業の教育は実施されているか 4
1 役割の理解度 〇自身の役割を理解できているか 2
2 防災意識の維持・向上 〇危機感を持ち、日頃から防災意識を維持・向上できているか 1
3 コミュニケーション 〇助け合いが機能するように日頃からコミュニケーションは取れているか 3
4 安全行動 〇安全に避難する為、危険個所を認識できているか 2
5 安否確認の実施 〇リーダーを配置し、迅速な安否確認が行えるか 4
1 訓練頻度 〇訓練回数は適切であるか 5
2 訓練参加 〇訓練は全員参加で行えているか 4
3 訓練内容の現実性 〇訓練は実践的なものであるか 2
4 訓練後の振り返り 〇訓練後に振り返りが行えているか 3
5 訓練の具体性 〇訓練は具体的に想定できるものであるか 2

詳細項目

人的対応

訓練

避難環境

設備・資材

BCP(多能工)

サークル
独自基準

制定

【初動対応レベル調査】

現状をレベル把握したい

レベル評価基準はあるのかな？

調査

自分たちで作ってみよう！

評価基準は定められていない…

でも評価をしたい！

みんなで力を合わせて
評価基準を作れた！

避難環境

設備・資材

BCP(多能工)

人的対応

訓練

3．テーマ選定

【現状の問題点を洗い出し評価】 ◎:3点 ○:2点 △:1点

【重要度】 【拡大傾向】【緊急度】

【取り組み背景~2024.10.28実際の避難体験~】

反省と今後の不安を
メンバーと話し合い 避難に時間がかかった

大きな地震が怖い

地震以外も不安

現場を巻き込む 難題への挑戦『 』として決定！！

NO 項目 重要度 緊急度 拡大傾向 評価 順位

1
地震発生時における

被害を抑える初動対応の実現
◎ ◎ 〇 8 1

2
水害発生時における

被害を抑える初動対応の実現
◎ △ 〇 6 3

3
火災発生時における

被害を抑える初動対応の実現
◎ 〇 〇 7 2
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1．職場紹介 ～トヨタ自動車 サービスパーツ部～ 2/23

【サービスパーツ部とは】

需要がある限り供給を継続

保管/出庫

【業務の流れ】

トヨタ補給センター

（上郷/稲沢/大口/弥富）

トヨタ補給センター
（飛島）

部品販売会社 33支社
（             社）

海外出荷

国内輸送 国内供給

国内販売店

海外販売店海外代理店

海外供給

輸出

国内仕入先

国内調達

海外調達

海外仕入先

輸入

1,000人の仲間

・全世界保有台数

1.5億万台

・サービスパーツ部の役割

社会貢献！

大口部品センター

テーマ分野：安全

減災への一歩
～被害を抑える初動対応の実現に向けて～

総員16名

1/23

177-2038

R6．10～R7.3

60分×12回

登録No．

活動期間

活動回数

トヨタ自動車
サービスパーツ部
大口管理課

なかよし
サークル

宮地組長
サークルリーダー

上野さん 島津
テーマリーダー

入社：４年目

【能力レベル】
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チームワーク

QC実践状況

関係部署連帯

知識向上意欲

職場の５ｓ

基本的な考え方

運営の仕方

QC手法

多技能

改善能力

【サークルレベル】

（Ｘ軸）1 3

5

2

3
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1
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４

Aランク

明

る

い

職

場

サークル能力

Bランク

Dランク

（Y軸）

Cランク

Bゾーンに近いCゾーン

2．サークル紹介 3/23

Y軸X軸

X軸 2.8
Y軸 2.8

組

関係部署連帯

知識向上意欲QC手法

【サークル構成】

若手主体のサークル

平均 22歳

平均 36歳

4．テーマ選定 ～活動計画～

初
動
対
応
の
実
現

不具合
発生

新規
業務

課題先
取り

魅力的
品質

現状
打破

課
題
達
成
型問題解決 テーマ再検討

NO NO

YES

【QCストーリーの選定】

【活動計画】

活動スケジュール 担当 10月 11月 12月 1月 2月 3月

テーマ選定 全員

攻め所と目標設定 島津・日冲

方策の立案 全員

成功シナリオの追求と実施 全員

効果の確認 全員

標準化と管理の定着 全員

反省と今後の進め方 島津・日冲

実績

計画
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QC手法学び

皆さんこんにちは。

サービスパーツ物流部、大口管理課、なかよしサークルテーマリーダーの島津です。

ただいまからテーマ「減災への一歩～被害を抑える初動対応の実現に向けて～」発表します。

【職場紹介】現在、世界中でトヨタ車をご利用いただいているお客様は非常に多く、私たちサービスパーツ部は、その車両が長く

安全に使われ続けるために欠かせない部品供給を担っています。そのため私たちの職場では、日々の品質・安全・生産性を

確保することはもちろんですが、万が一の災害時にも業務を継続し、お客様への供給責任を果たしていくことが求められています。

しかし、災害はいつ発生するかわかりません。東海地域では南海トラフ地震への備えが求められており、私たち自身も災害を決し

て他人事として捉えることはできません。そこで今回の活動では、「減災への一歩」というテーマのもと、災害発生後の被害を

ゼロにすることは難しくても、被害を最小限に抑えるために何ができるのかを真剣に考え、活動を進めてまいりました

【テーマ選定】実際に避難を経験した際、メンバーからは「どこへ避難したらよいのか迷った」

「大きな地震が来たら対応できるか不安」 といった声が多く聞かれました。私たちは普段、有事の場面を

具体的に想像する機会は多くありません。だからこそ、災害が発生してから慌てるのではなく、平常時から

備えることが重要であると考えました。 そして議論を重ねた結果、重要度では、災害時初動が大切であるとされており、

命に係わる重要なテーマであること。緊急度では、初動対応への不安から、パニックになり被害拡大の恐れがあること。

拡大傾向では、人の入れ替わりにより被害リスク拡大の恐れがあることから単なる設備改善ではなく、

職場全体を巻き込んで意識改革につなげられる「チャレンジテーマ」として本活動に取り組むことを決定しました。

【サークル紹介】私たちなかよしサークルは、若手主体のサークルです。若手ならではの行動力と柔軟な発想を強みと

して、日々の改善活動に取り組んでいます。 一方で、サークルレベル評価ではBゾーンに近いCゾーンという結果であり、

まだまだ成長の途中にあります。

特に能力レベルでは、『関係部署連帯』『知識向上意欲』『QC手法』の3項目が弱みとして見えていました。 そこで今

回の活動では、単に防災対策を進めるだけではなく、

「様々な部署と連携すること」 「社内外へ学びに行くこと」 「QC手法を活用しながら進めること」

を意識し、サークルとしての成長にもつなげたいと考えました

QCストーリーは課題先取りへの対応テーマとして、課題達成型ストーリーに決定。

活動スケジュールはこのように進めました。

攻め所と目標設定。改善活動を進めるにあたり、「現在の自職場の防災レベル」を把握する必要があると考えました。 しかし現時点

では初動対応力を客観的に評価するための明確な基準が見当たらなかったことです。このままでは改善前後の比較ができず、本当に

効果があったのか判断することができません。そこで私たちは、「ないなら自分たちで作ろう」という考えのもと、サークル独自の

初動対応レベル評価基準の作成に挑戦しました。 評価項目を検討する中で、メンバー同士で何度も話し合いを重ねた結果、こちらの

5項目を評価軸として設定しました。避難経路や設備だけが整っていても、人が動けなければ意味がありません。逆に人の意識が高く

ても、設備や環境が整っていなければ被害を防ぐことはできません。初動対応は、「環境・設備・人・訓練」のすべてが揃って初め

て機能すると考えたためです。こうして完成した独自の評価基準を用いて現状調査を実施し、自職場の強みと弱みを見える化しました



５．攻め所と目標設定 ～レベル把握～ 7/23

【現場初動対応レベル評価】

2.84

総合平均スコア

2.2

3.2

2.4

2.4

4.0

【大口現場の弱み詳細】

避難環境 設備・資材 人的対応
避難標識・避難認識

適切な屋外避難が行えない

適切な防具場所・マップ

非常時すぐに使えない 防災が他人事である

避難環境

設備・資材

人的対応

適切な初動対応理解度

標準
現状 総合平均スコア範囲 レベル 説明

４．５～５．０ レベル５ 被災リスクが０％である

４．０～４．４ レベル４ 被災リスクが５％以下である

３．０～３．９ レベル３ 被災リスクが５～１０％程度である

２．０～２．９ レベル２ 被災リスクが１０～２０％程度である

１．０～１．９ レベル１ 被災リスクが２０％以上である

２．０～２．９ レベル２ 被災リスクが１０～２０％程度である

現状レベル
要望レベル

(目指すべき姿)
ギャップ 攻め所

非常用防具置き場を設ける

最短経路が分かり
安全であることが明確である

最短出口を使用する認識がある

危険回避の判断材料不足 避難標識の拡充

屋外避難が遅れる 避難認識の徹底

設備・資材
防具 いつでも使用できる位置にない

日頃の防災意識向上

自分事化の促進

調査項目

避難標識

避難認識

非常口までの経路だけが示されている

最短出口を使用する認識がない

非常時用を置き
いつでも使用できるようにする

非常時にすぐ使うことができない

マップ 防災用品の位置が表示されていない
防災用品の位置が分かり
いつでも見れる位置に掲示されている

どこに防災用品があるか
認識できない

防災を自分事化できている 他人任せになる自分事化

日頃からの危機感を持ち
防災意識が高い

非常時にパニックになる防災意識 危機感がなく防災意識が低い

防災を自分事化できていない

避難環境
避難標識の設置場所

非常口

避難標識に連続性がない

非常口が最適な状態でない

避難標識が連続的でない

非常口が最適な状態である

避難経路が分からなくなる

非常時に開けて良いのか
迷ってしまう

避難標識を増やす

非常口の最適化

防災用品マップの作製

人的対応

5．攻め所と目標設定 ～攻め所の明確化～
【項目の調査】

調査項目

弱みを調査
攻め所を明確にしよう！

【攻め所選定シート】
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ギャップ
３レベル

8個すべて採用

テーマ特性 現状レベル
要望レベル

（目指すべき姿）
達成レベル
（ギャップ）

初動対応レベル レベル２ ３レベルレベル５

5．攻め所と目標設定 ～目標設定～

【目標設定と貢献度の確認】

2.84

総合平均スコア 総合平均スコア

3.56

【対策後の予測効果】

〇対策前 〇対策後

何を 初動対応レベル

いつまでに 3月末

どうする レベル4に近いレベル３にする

2.2

3.2

2.4

2.4

4.0

3.4

3.2

3.6

3.6

4.0
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貢献度32％

総合平均スコア範囲 レベル

４．５～５．０ レベル５

４．０～４．４ レベル４

３．０～３．９ レベル３

２．０～２．９ レベル２

１．０～１．９ レベル１

6．方策の立案 ～調査～

【社内外ベンチマーク】

〇堤工場：考動館

地震体験

防火・防爆から学ぶ

継続的な取り組みが重要

ベンチマークを共有し
メンバーと話し合い

避難表示は白地に緑だね

非常用品はまとめよう

どのようにして取り入れるか

現地現物で現状把握

攻め所

レベルアップする方策を検討 知識向上意欲学び

10/23

火災 地震=

非常口標識

〇岐阜広域防災センター

6．方策の立案 ～絞り込み～ 11/23

攻め所 1次手段 ２次手段 ◎:3点 ○:2点 △:1点

【方策案評価】

安全 対策工数 コスト 予測効果 評価 採否

◎ 〇 〇 〇 9

◎ ◎ 〇 ◎ 11

◎ 〇 〇 〇 9

◎ 〇 〇 ◎ 10

◎ △ ◎ 〇 9

〇 〇 〇 ◎ 10

◎ 〇 〇 〇 9

◎ ◎ ◎ △ 10

◎ ◎ ◎ ◎ 12

◎ ◎ △ ◎ 10

〇 〇 △ 〇 7

◎ 〇 ◎ ◎ 11

◎ ◎ 〇 ◎ 11

◎ 〇 ◎ ◎ 11

避難環境メンバー 設備・資材メンバー 人的対応メンバー

上野さん

常田さん

日冲さん

中島さん

加藤さん

島津 水津

田辺 川村

河内

藤木

内山

藤田

今井

酒井

7．シナリオの実施 ～避難環境①～ 12/23

【実施対策】

対策３：最短ルートの表示

対策１：啓発ポスターの作製

対策２：棚出入り口に避難標識の追加

対策４：非常口の内鍵テープ撤廃

対策１：啓発ポスターの作製

落下物と接触

・現状

・啓発ポスター
【ポスター仕様の考案】

覚えやすく！！

現場出入口
各ハウスに掲示 ７か所

・目線の高さ

・目に入りやすい黄色

最短出口使用
意識がない

あいうえお作文

7．シナリオの実施 ～避難環境②～ 13/23

対策２：棚出入り口に避難標識の追加

・白背景 通路誘導灯・現状

棚 棚

棚から出る時に
迷ってしまう

よし！

対策4：非常口の内鍵テープ撤廃対策３：最短ルートの表示

対策前 対策後 対策前 対策後

対策完了最短距離を明確に！

【対策内容】

迷わないように！

ベンチマーク活用
棚の出入り口に設置

・緑背景 避難口誘導灯 白地に緑

・新規避難標識作成

7．シナリオの実施 ～設備・資材～ 14/23

【実施対策】

対策５：最短で使用可能な防具置き場

対策６：防災用品マップ作製

対策６：防災用品マップ作成

対策完了TMP兵庫支社参考

出張時に防災マップを発見！！
各ハウス・現場に掲示 １５か所

震災の教訓
防災意識が高い

作業に支障なし！すぐに使用可能！

1995.1.17

・TMP兵庫支社防災マップ

対策５：最短で使用可能な防具置き場
◎:3点 ○:2点 △:1点

取付案 安全 品質 コスト 工数 評価

ゴムバンド ◎ ◎ 〇 ◎ 11

プラダン ◎ ◎ 〇 △ 9

マグネット 〇 〇 〇 ◎ 9

振動で落ちてこない

初動対応レベルをレーダーチャートで確認。避難環境、設備・資材、人的対応のスコアが低く、総合

平均スコアは2.84。

被災リスクが１０％～２０％程度であるレベル２とわかりました。

また避難環境では適切な屋外避難が行えないこと、設備・資材では防災用品をすぐに使えないこと。

人的対応では防災が他人事であることを大口現場の弱みとしました。

攻め所の明確化。

大口現場の弱みに対し、調査項目を立て、攻め所選定シートに整理。

初動対応レベルは、現状レベル2、要望レベルは５でギャップは３レベルとなっています。

攻め所はすべて採用しました。

方策の立案。検討するにあたり、私たちは「自分たちだけで考えない」ということを大切にしました。

なぜなら、防災や減災の取り組みは過去の経験や教訓から学ぶことが非常に重要だからです。

そこで社内の堤工場考動館や、岐阜広域防災センターなどへ足を運び、実際の防災活動や設備を見学しました。

現地で学んだことは、特別な設備を導入することだけが防災ではないということです。

日頃から意識を高めること、迷わない環境をつくること、継続して取り組むことこそが

被害を最小限に抑えるために重要であると学びました。

攻め所対策後の予測効果としては、2.84のレベル２から3.56のレベル３と予測し、

目標は初動対応レベルを、3月末までに、レベル４に近いレベル３にする、と設定しました。

目指すべき姿への貢献度は３２％です。

方策の絞り込み。

方策案を系統図で整理し、マトリックス図で評価、8つの攻め所に対し一つずつ方策案を採用し、

メンバー全員一丸となって取り組みました。実際に災害が起きたときに本当に機能するかを意識

しながら、現地現物で対策を考え、改善を進めました。

避難環境のシナリオ実施。

実施対策は4つ。まず一つ目の対策は啓発ポスターの作成です。

現状最短出口を使用する認識がないという問題から、

啓発ポスターを作成し、現場出入り口・各ハウスに掲示。

避難認識の徹底を行いました。

２つ目の対策、棚出入り口に避難標識の追加。

現状、棚から出る際に避難標識がないという問題から、新規避難標識を作成。

防災センターでのベンチマークでは避難標識に白背景で避難口までの道のりを示した通路誘導灯と

緑背景で実際の出口を示した避難口誘導灯の二種類があると知り、新規避難標識では正確な避難標識が

作成できました。対策３では、現状の避難標識に最短を表示。

対策４では非常口の内鍵テープを撤廃し、位置変更しました。

設備・資材のシナリオ実施。

実施対策は二つ。まず一つ目の対策は最短で使用可能な防具置き場です。

現状ヘルメットは現場になく、すぐに使用ができなかったため機材の空きスペースを利用。

取り付け案で一番評価の高いゴムバンドでヘルメットを設置し非常時にすぐ使えるようにしました。

二つ目の対策、防災用品マップの作製。

ＴＭＰ兵庫支社では震災の教訓を生かしたマップがあるとメンバーが出張時に知り、参考にマップを作成。

日常的に見ることで、防災用品の位置把握をできるようにしました。



7．シナリオの実施 ～横展活動④～ 19/23

【横展再実施】

【スポットワーカーの方々にも…】

導入教育で防災を取り入れるのはどう？

タイミーや短期雇用の方々も取り残さない！！

導入教育の見直し
やろう

関係部署連携学び

仲間からのありがとう 信頼関係よし！

分かりやすい！
ありがとう

【導入教育改善】

新規防災対策資料の追加

各社に合わせた仕様でシートを作成

例：        

読み仮名・イラスト追加

私の目線での対策
ありがとう

寄り添った横展に成功

8．効果の確認 20/23

【避難環境効果】

【人的対応効果】

【設備・資材効果】

弱み：適切な屋外避難が行えない 弱み：非常時すぐに使えない

弱み：防災が他人事である

適切な屋外避難が行える環境

対策後

対策後

防災を自分事化できる職場

非常時にすぐに使える仕様

対策後

対策後対策前

・適切な初動対応理解度

理解度アップ

7．シナリオの実施 ～横展活動②～ 17/23

【ポスター追加対策】
すべての方に分かりやすいポスターへ改良

【非常口追加対策】
環境にあった追加対策でパニック防止

読み仮名・補足追加と多言語化実施
中国語とベトナム語が必要！

読み仮名が欲しい！
補足説明もあるといいな

イラスト表示追加と注意喚起実施

一人一人に寄り添った対策を！

環境と人あった対策もしよう！

すぐに階段があり危ない！

左の言葉と右の対策が結びつかないので
左の表現は海外の人が空けるの困ってる感じにしては

開け方が
分からない！

7．シナリオの実施 ～横展活動③～ 18/23

【避難標識追加対策】

【ある日の休日】

高速道路のトンネル内にて…

１２ｍ １０ｍ

瞬時に伝わらない・わかりにくい

非常口が表示側通りあるか不安

不安感をなくしパニック防止！

意見を考慮した対策に苦戦…

伝わりやすくする方法は

イラストだけじゃない！

【対策内容】

左右に非常口までの距離を表示

距離が明確になり安心感につながる

対策案採用

7．シナリオの実施 ～横展活動①～ 16/23

横展完了!!
と思ったら…

宮地組長

横展活動開始

インクルーシブ防災
誰一人取り残さない

【ヒヤリング結果】 緊急会合実施

最後までやりきることで

信頼につなげる

再スタート

寄り添えていなかった…

反省中

上野サークルリーダー

日本語だけだと難しい

多国籍従業員すぐに分かりにくい        

従業員

1,000人が仲間

大口センターは

私たちだけじゃない… 減災の輪を広げていく！

トヨタ約１５０人 協力会社約８５０人

7．シナリオの実施 ～人的対応～ 15/23

【実施対策】 対策７：防災啓発活動

対策７：防災啓発活動

対策８：タッチアンドコールの実施

自分事化させよう！

防災意識向上！

【防災啓発動画視聴】

・現状
総務部HPにある

啓発動画(17分26秒)

防災意識の重要性

自分の身は自分で守る

自分事化
できていない

１回/週 各組実施

対策完了

対策８：タッチアンドコールの実施

防災の日常化！
訓練だけにしない

ベンチマーク活用

・タッチアンドコール表作成

日常業務に防災を取り入れよう

人的対応のシナリオ実施。

実施対策は二つ。まず一つ目の対策は、防災の啓発活動です。

防災を自分事化できていない現状に対し、総務部ホームページにある啓発動画視聴を実施。

メンバーから防災意識向上の声を聴くことができました。二つ目の対策、タッチアンドコールの実践。

継続的な取り組みの重要性を堤工場：考動館でのベンチマークで学び、防災タッチアンドコール表を

作成。日々の防災意識を継続できるようにしました。

対策実施は完了し、「これで活動もひと区切りだ」と考えていました。しかし改めて見渡した時、私たちの周り

には協力会社の皆さまなど多くの仲間が働いていることに気付きました。そこで、「誰一人取り残さない防災」

を目指し、減災の輪を広げるために横展活動を開始しました。当初は、ポスターや避難標識を展開すれば十分だ

と考えていました。しかし協力会社の皆さまへヒアリングを実施したところ、「日本語だけでは理解が難しい」

「緊急時に瞬時に内容を理解できるか不安」といった意見が寄せられ実際には相手の立場で考え切れていなかっ

たことに気付きました。そんな時、宮地組長から「本当に誰一人取り残さない対策になっているだろうか」とい

う問い掛けをいただきました。その言葉を受けてメンバー全員で改めて話し合った結果、私たちが取り組んでい

たのは「相手の立場に立った防災ではなかったと反省しました。防災とは設備を整えることだけではありません。

年齢や経験、言語の違いに関係なく、誰もが同じように行動できる環境をつくることが重要です。つまり、「イ

ンクルーシブ防災」、上野サークルリーダーから「ここで終わらせず、最後までやり切ろう」の声で、私たちは

再スタートを決意し、働いている皆さまに寄り添った追加対策へ取り組むことにしました。そしてこの経験を通

じて、減災活動で本当に大切なことは、設備やルールではなく、「相手を思いやる視点」であることを学びました

避難標識では不安感をなくせるような対策案を考えていましたが

思うような案が浮かばずに苦戦し、悩んでいたある日、高速道路のトンネル内にて

非常口までの距離が分かる避難標識を発見。

これだ！！と思いメンバーに相談、案を採用し、避難標識に非常口までの距離を追加しました。

距離の把握で安心感につながり、最短もわかりやすくなりました。

協力会社さんの意見をもとに

防災ポスターでは、読み仮名・補足の追加と多言語化を実施。

より良いポスターへ改良しました。

非常口には、扉を開けるとすぐに階段があるという環境の注意喚起と誰でもすぐ開けれるよう、

表示を作成しました。

また、誰一人も取り残さないという観点から、スポットワーカーの方々にも対策を実施。

キムラユニティー原さんから導入教育での防災取り入れ案をいただき、各社ごとの導入教育に合わせて

資料作成を行いました。

横展再実施後には、協力会社さんから感謝の言葉をいただき

寄り添った横展に成功。最後までやりきり信頼関係の向上を実感することができました。

効果の確認。

避難環境では適切な屋外避難を行える環境に

設備・資材では防災用品をすぐ使える仕様に

人的対応では防災を自分事化できる職場にすることができました。



反省と今後の進め方。

今回の活動を振り返ると、多くの学びと気付きがありました。良かった点は、自分たちだけで考えるので

はなく、社内外のベンチマークを積極的に行い、多くの方々から学びを得られたことです。また、協力会

社の皆さまや関係部署の皆さまと連携しながら活動を進められたことで、より実効性のある対策へつなげる

ことができました。一方で、最も苦労したのはインクルーシブ防災への対応です。私たちは当初、自分た

ちの視点で対策を進めていましたが、「日本語だけでは分かりにくい」「緊急時に本当に伝わるのか」

という意見をいただき、自分たちの考えだけでは十分ではないことを痛感しました。

この経験から、本当の減災とは設備を整えることではなく、相手の立場で考えることから始まる

という大切なことを学びました。

そして今後は、今回構築した仕組みを維持するだけでなく、さらに改善を積み重ねていきます。大口セン

ターには約1,000人の仲間が働いています。協力会社の皆さまやスポットワーカーの方々を含め、誰一人取

り残さない防災を目指して活動を継続していきます。私たちは今回の活動で減災のゴールに到達したわけ

ではありません。しかし、この活動でつないだ学びや気付きは、次の改善活動へ引き継がれていきます。

これからもサークル一丸となって、被災リスク0％に近づける職場づくりそして

減災のバトンを次の世代へつないでいく活動を続けていきます

百年に一度は明日かもしれません。

ご清聴ありがとうございました。

評価項目 特記事項 行動 成長

テーマ選定 課題の先取りへの挑戦 ◎ ー

攻め所と目標設定 レベル基準制定とレベル把握 ◎ ◎

方策の立案 ベンチマークを活用した発案 ◎ ◎

成功シナリオの追求と実施 様々な対策へ誠意をもつ対応 ◎ ◎

効果の確認 減災への追求・つくりこみ 〇 〇

標準化と管理の定着 標準化必須項目の定量化 〇 ◎

反省と今後の進め方 活動の振り返り・今後の進め方 〇 ー

23/2310．反省と今後の進め方

【活動の振り返り】 【良かった点】

着実な努力！
【苦労した点】

インクルーシブ防災

だれ一人取り残さない

【今後の進め方】

被災リスク０％を目指す

減災につながる改善

減災のバトンを繋いでいく

ベンチマーク
社内
・総務部HP
・堤工場：考動館

横展活動
・キムラユニティー
・トヨタループス
・ホンダロジコム

社外
・岐阜広域防災センター
・TMP兵庫支社

・中日コプロ
・魚国

百年に一度は
明日かもしれない

ご清聴ありがとうございました
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5

チームワーク

QC実践状況

関係部署連帯

知識向上意欲

職場の５ｓ

基本的な考え方

運営の仕方

QC手法

多技能

改善能力

8．効果の確認 21/23

【初動対応レベル評価の確認】

2.84

総合平均スコア

総合平均スコア

3.56

+0.72

レベル4に近いレベル３実現成功

目標達成!!

【目指すべき姿への貢献度】

貢献度
32％

【サークルレベル・能力レベル】

QC手法

関係部署連帯

知識向上意欲

（Ｘ軸）

明

る

い

職

場

サークル能力

（Y軸）

X軸 3.4
Y軸 3.0

組

対策前
対策後 避難環境 避難環境

2.2 3.4

設備・資材 設備・資材

2.4 3.6

人的対応 人的対応

2.4 3.6

22/239．標準化と管理の定着

【標準化】

維持管理の徹底 みんなのために！

自分のために！

項目 なぜ 何を いつ どこで 誰が どのように

落下防止 啓発ポスター 月末 掲示場所 メンバー全員 目視確認

落下防止 最短経路表示物 月末 現場 メンバー全員 目視確認

落下防止 追加避難標識 月末 現場 メンバー全員 目視確認

劣化防止 非常用品 ４S 現場 全員 状態チェック

落下防止 防災用品マップ 月末 掲示場所 メンバー全員 目視確認

維持管理 防災啓発活動 訓練実施時 未確定 島津・日冲 多方法

維持管理 タッチアンドコール 1回/月 活動場所 島津・日冲 状況確認

避難環境

設備・資材

人的対応

その結果初動対応レベル評価は2.84のレベル２から3.56のレベル3になり、目標達成。

目指すべき姿への貢献度は３２％です。

サークルレベルはCランクからBランク、能力レベルの関係部署連帯・知識向上意欲・QC手法を上げるこ

とができました。

標準化と管理の定着。

今回の活動では、避難標識の設置や防災用品マップの作製、防災啓発活動など多くの対策を実施してきました。

しかし、どれだけ良い対策を行っても、時間の経過とともに管理がされなくなれば、その効果は薄れてしまい

ます。特に防災は、日常生活では災害を経験する機会が少ないため、どうしても意識が低下しやすいという特

徴があります。だからこそ私たちは、

「作って終わりではなく、続けること」

を重視しました。標準化では、それぞれの対策について維持管理項目を明確にし、定期点検・更新ルールを

設定しました。また、防災用品マップや啓発ポスターについても、職場環境の変化に合わせて見直しを行える

仕組みを整えています。さらに、防災タッチアンドコールや啓発活動についても継続し、防災を特別な行事で

はなく、日常業務の一部として定着させていきます。


